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意
見
書
案

第
1
号

件
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

平
成
十
七
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て平
成
十
七
年
度
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事
業
、

定
期
船
事
業
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
、

下
水
道
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
水
道
事
業
）
補
正

予
算
に
つ
い
て

宿
毛
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
に
つ
い
て

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
か
ら
大
方
町
及
び
佐

賀
町
が
脱
退
す
る
こ
と
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

高
知
西
部
環
境
施
設
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
高
知
西
部
環
境
施
設
組
合
規
約

の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
に
つ
い
て

高
知
西
部
環
境
施
設
組
合
か
ら
大
方
町
及
び
佐
賀
町

が
脱
退
す
る
こ
と
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

高
知
西
部
環
境
施
設
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る

規
約
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て

あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
字
の
区
域
の
画
定
に
つ
い

て市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
に
基
づ
く
施
策
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
一
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で
一

億
三
、
九
九
八
万
二
千
円
が
増
額
補

正
さ
れ
、
累
計
で
一
〇
五
億
一
、
一

〇
四
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
重
度
心
身
障
害
児
・
者
医
療
費
扶

助
…
…
…
…
…
一
、
二
〇
〇
万
円

○
私
立
保
育
所
入
所
児
童
運
営
委
託

料
…
…
…
…
…
…
…
六
九
五
万
円

○
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金

　
…
…
…
…
…
…
…
…
五
八
五
万
円

○
現
年
度
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　
…
…
…
…
…
一
四
、
四
五
五
万
円

○
宿
毛
市
農
業
委
員
会
選
挙
費

　
…
…
…
…
…
…
…
△
七
九
一
万
円

○
塵
芥
処
理
費

　
…
…
…
…
…
…
…
△
六
六
二
万
円

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

「
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
」
な
ど
予
算
議
案
八
件
、「
宿
毛

市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
な
ど
条
例
議
案
四
件
、「
指

定
管
理
者
の
指
定
」
議
案
四
件
、

そ
の
他
の
議
案
八
件
の
合
計
二
十

四
議
案
で
、
審
議
の
結
果
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
三
回
定
例
会
で
決
算

特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
各
決
算
に
つ
い

て
は
、
指
摘
、
改
善
す
べ
き
事
項

に
つ
い
て
意
見
を
付
し
た
う
え
で
、

い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

十
二
日
及
び
十
三
日
の
二
日
間
に

七
人
の
議
員
が
、
ま
た
、
十
四
日

に
は
議
案
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・

陳
情
は
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
に
基
づ
く
施
策
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
な
ど

七
件
が
審
議
さ
れ
、
二
件
が
採
択
、

一
件
が
取
下
げ
、
四
件
が
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。

　
～

　
第
四
回
定
例
会
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月
七
日
に
開
会
し
、

十
三
日
間
の
会
期
で
十
二
月
十
九
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算

（

定

例

会

）

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲
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第34号



⑯

意
見
書
案

第
2
号

第
3
号

第
4
号

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
で
新
し
い
貿
易
ル
ー
ル
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

「
真
の
地
方
分
権
改
革
の
確
実
な
実
現
」
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

議
会
制
度
改
革
の
早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

請
願

第
3
号

第
4
号

陳
情

第
39
号

第
40
号

第
34
号

第
36
号

第
37
号

採
　
　
択

採
　
　
択

継
続
審
査

継
続
審
査

継
続
審
査

継
続
審
査

取
り
下
げ

（
今
議
会
提
出
分
）

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
に
基
づ
く
施
策
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
で
新
し
い
貿
易
ル
ー
ル
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

患
者
・
国
民
負
担
増
計
画
の
中
止
と
「
保
険
で
安
心

し
て
か
か
れ
る
医
療
」
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

幡
多
地
域
に
県
立
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
設
置
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
前
議
会
提
出
分
）

排
水
ポ
ン
プ
機
の
取
替
え
に
つ
い
て

宿
毛
市
立
野
球
場
夜
間
照
明
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
し
教
育
の
機
会

均
等
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

番
　
号

件
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

議
案
番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

▼ 

請 

願
・
陳 

情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、所
管
の
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

◎
宿
毛
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
下
水
道
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
、
平
成
十
七
年
十
一
月
一

日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
本
市
の
公
の
施
設
の
う
ち
、
宿

毛
市
中
央
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、

蛍
湖
ゴ
ル
フ
パ
ー
ク
、
宿
毛
市
国

民
宿
舎
椰
子
及
び
す
く
も
サ
ニ
ー

サ
イ
ド
パ
ー
ク
の
四
施
設
の
管
理

運
営
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
第
五
回
臨
時
会
が
十
月
三
十

日
開
催
さ
れ
、
議
員
か
ら
提
案

さ
れ
た
「
意
見
書
案
」
一
件
は
、

審
議
の
結
果
、
否
決
と
な
り
ま

し
た
。

　
第
六
回
臨
時
会
が
十
一
月
二

十
八
日
開
催
さ
れ
、
市
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、「
一
般
会

計
補
正
予
算
」
一
件
、「
条
例
議

案
」
一
件
の
合
計
二
議
案
で
、審

議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１２
月�

７
日
（
水
）
本
会
議
　
　
開
会
、
決
算
議
案
（
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
決
）
、
議
案
上
程
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
案
理
由
の
説
明

�

８
日
（
木
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

９
日
（
金
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

１０
日
（
土
）
休
　
会�

�

１１
日
（
日
）
休
　
会�

�

１２
日
（
月
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

１３
日
（
火
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

１４
日
（
水
）
本
会
議�

議
案
質
疑

�

１５
日
（
木
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１６
日
（
金
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１７
日
（
土
）
休
　
会

�

１８
日
（
日
）
休
　
会�

�

１９
日
（
月
）
本
会
議�

委
員
長
報
告
、
質
疑
、

�
�

討
論
、
表
決
、
閉
会

十
二
月
定
例
会
日
程

条
　
　
例

そ

の

他

第
五
回
臨
時
会
の
概
要

第
六
回
臨
時
会
の
概
要
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A
　
防
波
堤
に
設
置
さ
れ
る
藻
場
や
、

宿
毛
湾
を
ベ
ー
ス
に
活
動
す
る
探

査
船
「
ち
き
ゅ
う
」
を
利
用
し
た

振
興
策
を
直
ち
に
策
定
し
、
市
外
、

県
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

B
　
港
の
使
用
の
邪
魔
に
な
ら
な

け
れ
ば
、
釣
り
い
か
だ
設
置
も
可

能
だ
と
考
え
る
。
漁
業
の
振
興
策

と
し
て
漁
業
者
が
希
望
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
行
政
と
し
て
協
力
し
て

い
く
。
「
ち
き
ゅ
う
」
を
観
光
面
に

生
か
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
大

切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
皆

さ
ん
が
宿
毛
ま
で
見
に
来
て
く
れ

る
と
期
待
し
て
い
る
し
、
世
界
中

の
学
者
、
日
本
の
学
生
が
見
学
や

会
議
に
来
る
と
聞
い
て
い
る
。
愛

媛
の
方
も
含
め
て
、「
ち
き
ゅ
う
」

が
宿
毛
湾
に
い
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
。

A
　
咸
陽
小
学
校
の
耐
震
値
は
、

一
階
が
〇
・
一
二
だ
と
聞
い
た
が
、

南
海
地
震
が
起
き
た
と
き
に
ど
の

よ
う
な
状
況
に
な
る
と
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
他
校
の
耐
震
診

断
の
結
果
と
改
修
予
定
を
聞
く
。

B
　
津
波
が
来
れ
ば
、
当
然
す
べ

て
校
舎
は
崩
壊
と
、
こ
う
い
う
状

況
に
な
ろ
う
か
と
予
想
し
て
い
る
。

耐
震
診
断
は
十
一
校
の
校
舎
に
つ

い
て
行
い
、
一
部
校
舎
部
分
を
除
き
、

耐
震
、
安
全
性
に
疑
問
あ
り
と
の

結
果
が
出
て
い
る
。
今
後
は
診
断

結
果
を
踏
ま
え
て
、
第
二
次
診
断

の
実
施
並
び
に
改
修
工
事
の
計
画

書
作
成
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。
順
序
に
つ
い
て
は
、
数

値
の
低
い
方
か
ら
順
に
、
計
画
的

に
や
っ
て
い
き
た
い
。

A
　
海
上
に
い
る
人
た
ち
に
、
地

震
発
生
時
の
行
動
に
つ
い
て
の
周

知
の
徹
底
を
図
る
べ
き
で
あ
り
、

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
、
講
演

や
広
報
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
地
震
に
対
す
る
対
策
、
認
識

を
持
つ
事
が
重
要
で
あ
り
、
漁
協

の
取
り
組
み
と
し
て
、
是
非
、
認

識
を
持
て
る
研
修
会
を
し
て
も
ら

い
た
い
。
そ
れ
に
対
し
て
は
行
政

も
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
十
二
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
十
二
日
、
十
三
日
の
二

日
間
に
七
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

中
平
富
宏
 

議
員

宿
毛
湾
港
を
利
用
し
た

振
興
策
に
つ
い
て

防
災
（
耐
震
値
）

に
つ
い
て

防
災
（
海
上
）

に
つ
い
て

【
質
問
順
位
に
よ
る
】



⑱

A
　
地
球
深
部
探
査
船
「
ち
き
ゅ
う
」

の
宿
毛
湾
港
へ
の
入
港
は
、
児
童

生
徒
の
科
学
へ
の
興
味
と
関
心
を

高
め
る
だ
け
で
な
く
、
市
の
内
外

か
ら
多
く
の
人
が
見
学
に
来
ら
れ

る
と
期
待
さ
れ
る
。
学
校
へ
の
出

前
講
座
を
要
請
す
る
こ
と
を
含
め
、

観
光
面
や
産
業
面
で
も
地
域
経
済

の
活
性
化
に
役
立
て
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

B
　
全
長
二
百
十
メ
ー
ト
ル
、
総

ト
ン
数
五
万
七
千
ト
ン
級
の
世
界

最
大
の
掘
削
船
「
ち
き
ゅ
う
」
を

所
有
す
る
海
洋
研
究
開
発
機
構
に

対
し
て
、
基
地
港
の
要
請
を
し
て

き
た
結
果
、
宿
毛
は
住
民
の
理
解

も
あ
り
、
協
力
的
な
宿
毛
市
と
友

好
関
係
を
深
め
な
が
ら
、
今
後
八

年
間
ぐ
ら
い
は
入
港
し
た
い
と
の

話
が
あ
っ
た
。
一
月
の
一
般
公
開

に
先
立
ち
、
要
請
が
あ
れ
ば
学
校

へ
出
向
い
て
の
出
前
講
座
も
内
諾

を
得
て
い
る
。
「
ち
き
ゅ
う
」
の

活
動
に
協
力
し
な
が
ら
、
観
光
面
、

産
業
面
で
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

た
い
。

A
　
奈
良
、
栃
木
で
の
小
学
一
年

生
の
女
児
殺
害
事
件
は
、
大
き
い

衝
撃
を
与
え
た
が
、
い
か
に
子
ど

も
た
ち
を
守
る
か
。
対
応
策
に
つ

い
て
聞
く
。

B
　
不
審
者
情
報
が
入
れ
ば
、
直

ち
に
各
学
校
へ
情
報
提
供
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
集
団
登
下
校
、
防

犯
訓
練
、
通
学
路
の
安
全
点
検
、

マ
ッ
プ
作
成
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の
携

帯
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
提
案

の
あ
っ
た
「
学
校
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」

の
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
の
作
成
は

前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
。

A
　
大
地
震
が
発
生
し
た
直
後
の

避
難
所
に
、
障
害
者
用
の
ト
イ
レ

や
建
物
入
口
の
ス
ロ
ー
プ
が
必
要

で
は
な
い
か
。

B
　
ご
指
摘
の
学
校
体
育
館
は
大

規
模
災
害
の
時
に
は
避
難
所
に
な

る
が
、
現
在
障
害
者
の
ト
イ
レ
は

な
く
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
さ
れ

て
い
な
い
。
校
舎
の
安
全
、
ト
イ

レ
や
水
と
食
料
の
供
給
な
ど
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
校
舎
や
体

育
館
が
潰
れ
て
は
何
に
も
な
ら
な

い
の
で
、
学
校
耐
震
化
の
補
強
の

中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

A
　
ア
ス
ベ
ス
ト
繊
維
を
吸
い
込

め
ば
二
十
〜
四
十
年
後
に
は
肺
ガ

ン
や
中
皮
腫
に
な
る
こ
と
は
、
数

十
年
も
前
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
の

に
政
府
は
輸
入
と
使
用
を
継
続
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
資
材
使
用
に
か
か
わ

る
労
働
者
を
は
じ
め
、
過
去
に
ア

ス
ベ
ス
ト
工
場
の
従
業
員
や
そ
の

家
族
で
あ
っ
た
方
、
ま
た
工
場
周

辺
で
生
活
し
て
い
た
方
が
あ
れ
ば

罹
病
の
危
険
性
が
あ
る
。
宿
毛
市

民
へ
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
聞
く
。

　B
　
宿
毛
市
で
は
環
境
課
を
総
括

窓
口
に
決
め
、
県
の
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
本
部
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

い
る
。
健
康
被
害
に
つ
い
て
は
、

市
と
し
て
は
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険

性
を
市
民
に
知
ら
せ
る
広
報
活
動

を
強
化
す
る
。
全
市
民
の
調
査
は

で
き
な
い
の
で
該
当
さ
れ
る
方
、

ご
心
配
の
方
は
ご
自
分
の
方
か
ら

手
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
消
防
団
員
が
防
災
活
動
の
現
場

で
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
一

定
数
の
防
塵
マ
ス
ク
を
配
備
す
る
。

　A
　
農
林
業
経
営
者
は
今
、
有
害

鳥
獣
に
よ
る
被
害
に
悲
鳴
を
あ
げ

て
い
る
。
狩
猟
期
間
終
了
後
十
五

日
間
待
た
な
く
て
も
、
す
ぐ
に
有

害
鳥
獣
駆
除
が
で
き
る
扱
い
や
被

害
が
出
な
い
う
ち
に
予
察
駆
除
の

制
度
も
あ
る
と
聞
く
。
ま
た
防
護

対
策
で
は
、
電
気
牧
柵
器
が
効
果

を
上
げ
好
評
と
聞
い
て
い
る
。
宿

毛
市
と
し
て
の
今
後
の
対
策
を
聞
く
。

B
　
宿
毛
市
に
お
い
て
は
有
害
鳥

獣
に
よ
る
被
害
が
、
十
五
年
度
か

ら
十
七
年
度
の
間
に
、
約
四
千
七

百
万
円
に
な
っ
て
い
る
。
市
は
捕

獲
報
奨
金
を
出
し
た
り
、
防
護
対

策
へ
の
助
成
も
し
、
被
害
軽
減
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
電
気
牧
柵
器

設
置
に
対
し
、
市
は
一
基
一
万
八

千
円
の
補
助
を
し
て
い
る
。
十
五

年
度
か
ら
十
七
年
度
の
間
に
二
十

四
基
設
置
さ
れ
て
い
る
。
制
度
の

周
知
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
工
夫

し
取
り
組
む
。
予
察
捕
獲
の
許
可

に
は
い
ろ
い
ろ
制
約
が
あ
る
。
市

と
し
て
も
、
き
ち
ん
と
し
た
形
で

被
害
が
出
な
い
対
策
を
考
え
る
。

A
　
三
位
一
体
の
改
革
で
地
方
財

政
は
窮
地
に
陥
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
改
革
の
評
価
と
宿
毛
市
へ
の

影
響
及
び
そ
の
対
応
を
聞
く
。

菊
地
　
徹
 

議
員

地
球
深
部
探
査
船

「
ち
き
ゅ
う
」
に
つ
い
て

浅
木
　
敏
 

議
員

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
対
策

に
つ
い
て

沖
本
年
男
 

議
員

三
位
一
体
の
改
革
と

宿
毛
市
の
財
政
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
の

安
全
対
策
は

災
害
時
で
の
障
害
者

対
策
に
つ
い
て
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B
　
市
町
村
に
と
っ
て
は
一
体
的

改
革
で
は
な
い
。
特
に
人
口
が
基

準
の
税
源
移
譲
は
地
方
の
歳
入
減

と
な
り
、
カ
ウ
ン
ト
の
仕
方
を
見

直
す
べ
き
だ
。

　
今
後
、
多
額
の
退
職
金
等
に
よ

り
基
金
の
取
り
崩
し
も
必
要
だ
。

来
年
度
の
予
算
は
児
童
手
当
等
の

国
庫
負
担
が
下
げ
ら
れ
、
市
は
今

年
度
比
で
六
千
七
百
万
円
の
負
担

増
と
な
る
。
一
方
、
国
勢
調
査
で
、

前
回
比
で
千
五
百
七
十
二
人
減
っ

た
が
、
こ
れ
で
地
方
交
付
税
が
八

千
八
百
万
円
も
減
額
に
な
る
等
極

め
て
厳
し
い
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
行
政

改
革
大
綱
・
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

よ
り
す
べ
て
の
事
業
を
見
直
し
、

起
債
に
よ
る
公
共
事
業
も
見
直
す
。

委
託
料
、
補
助
金
は
原
則
五
パ
ー

セ
ン
ト
カ
ッ
ト
が
基
本
だ
。
よ
り

重
要
度
等
を
取
り
入
れ
た
効
果
的

な
予
算
編
成
に
努
め
る
。

A
　
坂
本
ダ
ム
の
下
流
域
が
渇
水

の
場
合
の
放
流
シ
ス
テ
ム
を
聞
く
。

運
用
が
不
十
分
で
あ
る
な
ら
放
流

基
準
値
の
再
検
討
な
ど
の
見
直
し

を
求
め
る
べ
き
だ
。

　
ま
た
、
可
動
堰
の
完
成
後
、
用

水
量
が
少
な
く
、
多
方
面
に
影
響

が
出
た
と
聞
く
が
対
策
は
。

B
　
坂
本
ダ
ム
の
放
流
に
つ
い
て

は
河
戸
堰
を
基
準
点
に
し
、
こ
こ

で
基
準
値
に
達
し
た
と
き
に
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年

夏
の
渇
水
時
に
は
、
こ
の
放
流
基

準
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
と
説
明

が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
実
態
を
反
映

さ
す
簡
易
な
水
位
計
の
設
置
は
で

き
な
い
か
、
ま
た
放
流
基
準
値
の

変
更
だ
け
で
な
く
、地
元
の
意
見
を

取
り
上
げ
、
ダ
ム
下
流
の
実
態
を

出
し
合
い
、
ダ
ム
事
務
所
と
協
議

を
し
て
い
く
。

　
可
動
堰
に
つ
い
て
は
関
係
者
と

協
議
し
て
堰
高
を
決
め
た
が
、
水

位
が
上
が
ら
ず
、
農
業
用
水
に
支

障
が
出
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

和
田
側
の
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
、

二
門
の
固
定
堰
の
天
場
に
木
材
を

設
置
し
、
試
験
的
に
取
水
量
を
確

保
す
る
計
画
だ
と
返
事
を
も
ら
っ

て
い
る
。

A
　
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
を
か

け
る
に
は
、
雇
用
の
創
設
と
子
育

て
支
援
は
不
可
欠
で
あ
る
。
去
る

十
月
一
日
に
改
正
さ
れ
た
制
度
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
後
退
で
あ
り
、
早
急

に
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
今
回
の
一
部
改
正
は
、
国
・

県
の
決
定
に
全
面
的
に
従
っ
た
形

に
な
っ
た
が
、
少
子
化
対
策
、
子

育
て
支
援
の
観
点
か
ら
も
、
有
効

か
つ
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、工
夫
が
必
要
で
あ
っ
た
。

財
政
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
は
ざ
ま

の
中
、
十
八
年
度
予
算
に
際
し
て
は
、

他
の
市
町
村
等
と
も
比
較
し
な
が
ら
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

A
　
現
在
、
市
内
に
は
小
中
学
校

十
七
校
に
二
千
二
百
人
余
り
の
児

童
生
徒
が
い
る
が
、
少
子
化
に
よ

る
生
徒
数
の
減
少
を
考
え
る
と
、

現
在
の
学
校
数
の
維
持
が
難
し
い

の
は
理
解
で
き
る
。
十
年
後
、
二

十
年
後
の
市
内
の
学
校
の
配
置
を

考
え
た
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ

た
小
中
学
校
の
統
廃
合
に
望
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

B
　
平
成
二
十
一
年
ま
で
の
取
り

組
み
は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
示

さ
れ
て
い
る
統
合
計
画
を
、
保
護

者
や
地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら
進

め
た
い
。
そ
の
後
の
将
来
計
画
に

つ
い
て
は
現
段
階
で
は
考
え
て
な

い
が
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
教
育
委
員
会
で
議
論
し
て

い
く
。

A
　
本
県
で
も
平
成
十
八
年
十
月

か
ら
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開

始
さ
れ
る
が
、
宿
毛
市
の
今
後
の

予
定
を
聞
く
。

B
　
市
内
の
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ
に
お

い
て
は
、
高
知
市
で
の
放
送
開
始

に
合
わ
せ
て
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

配
信
す
る
予
定
と
聞
く
。
平
成
十

九
年
に
は
、
宿
毛
と
平
田
に
中
継

局
が
開
設
さ
れ
る
予
定
と
聞
く
が
、

い
ず
れ
の
地
域
に
つ
い
て
も
詳
細

は
未
定
で
あ
り
、
今
後
と
も
情
報

の
早
期
入
手
と
、
正
確
な
情
報
の

伝
達
に
努
め
る
。

寺
田
公
一
 

議
員

乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
の
改
正
に
つ
い
て

教
育
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
対
応
に
つ
い
て

県
管
理
施
設
の

運
用
に
つ
い
て
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第
1
号

第
2
号

原
案
可
決

原
案
可
決

平
成
十
七
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て宿
毛
市
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
番
号

意
見
書
案

件
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

（
第
六
回
臨
時
会
提
出
議
案
）

第
1
号

否
　
　
決

篠
山
小
中
学
校
改
築
計
画
実
施
設
計
委
託
料
執
行
の

留
保
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

件
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

（
第
五
回
臨
時
会
提
出
議
案
）

A
　
平
成
七
年
三
月
二
十
四
日
に

宿
毛
市
名
誉
市
民
条
例
が
施
行
さ

れ
て
い
る
が
、
十
年
経
過
し
た
今

も
誰
一
人
、
称
号
が
贈
ら
れ
て
い

な
い
。
条
例
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

の
で
あ
れ
ば
、
改
正
も
含
め
、
本

市
の
教
育
文
化
、
地
域
経
済
等
の

活
性
化
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
々

を
推
薦
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
名
誉
市
民
に
ふ
さ
わ
し
い
方
々

も
お
ら
れ
る
と
思
う
が
、
該
当
者

が
一
人
も
い
な
い
状
況
を
考
え
る

と
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
推
薦

方
法
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
提
案
し
、

議
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
市
民
が
納
得
で
き
る
も

の
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
各
種

団
体
や
市
民
か
ら
提
案
が
あ
れ
ば
、

条
例
や
施
行
規
則
の
整
備
も
含
め
、

前
向
き
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

A
　
宿
毛
市
は
広
報
に
慶
弔
欄
が
、

記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
個
人
情

報
保
護
と
情
報
公
開
の
関
連
と
の

兼
ね
合
い
も
あ
る
が
、
日
ご
ろ
交

流
が
途
絶
え
が
ち
な
友
人
や
知
人

へ
の
お
祝
い
や
お
悔
や
み
に
活
用

す
る
た
め
、
広
報
に
掲
載
し
た
ら

ど
う
か
。

B
　「
広
報
す
く
も
」
に
慶
弔
欄
を

載
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
時
期

が
一
ヶ
月
遅
れ
る
こ
と
、
ま
た
個

人
情
報
を
利
用
し
た
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
場
合
等
、

個
人
情
報
の
保
護
の
関
連
も
あ
り
、

検
討
し
て
み
た
い
。

A
　
民
間
へ
の
業
務
委
託
は
企
業

ば
か
り
で
な
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
視

野
に
入
れ
る
べ
き
だ
。
非
営
利
団

体
を
指
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

多
く
の
市
民
へ
の
雇
用
の
確
保
や

利
益
の
還
元
が
で
き
る
と
思
う
。

市
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
育
て
て

い
く
姿
勢
が
必
要
と
思
う
が
。

B
　
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
つ

く
る
た
め
、
本
市
で
は
こ
れ
ま
で

児
童
館
業
務
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
、
歴
史

館
の
受
付
業
務
、
休
日
、
夜
間
の

公
共
施
設
の
管
理
等
を
民
間
に
委

託
し
て
い
る
。
平
成
十
八
年
度
よ

り
宿
舎
「
椰
子
」
を
初
め
四
施
設

の
管
理
運
営
を
民
間
の
指
定
管
理

者
に
行
わ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
現
在
行
政
が
直
接
実
施
し

て
い
る
業
務
の
う
ち
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
調
理
部
門
、
図
書
館
の

窓
口
業
務
や
ゴ
ミ
の
収
集
業
務
な

ど
積
極
的
に
民
間
委
託
を
検
討
し

て
い
く
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
含
め
て
、

公
の
施
設
の
管
理
に
ふ
さ
わ
し
い

団
体
を
指
定
す
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
と
思
う
。
直
接
指
定
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
の
で
、
特
定
非

営
利
団
体
の
組
織
化
を
手
伝
う
と
か
、

育
て
て
い
く
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

　A
　
谷
口
組
合
長
に
本
計
画
の
見

直
し
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す

る
た
め
臨
時
議
会
を
開
い
た
が
九

対
八
で
否
決
さ
れ
た
。
市
長
は
議

会
意
思
を
尊
重
し
改
築
計
画
を
続

行
さ
れ
る
と
思
う
が
、
九
月
議
会

で
答
弁
さ
れ
た
更
な
る
減
額
へ
の

努
力
の
成
果
と
、
実
施
設
計
の
入

札
結
果
に
つ
い
て
聞
く
。

B
　
九
月
議
会
で
は
事
業
費
を
約

三
億
円
圧
縮
し
六
億
二
千
六
百
万

円
に
減
額
し
、
更
な
る
節
減
を
約

束
し
た
。
三
位
一
体
改
革
の
中
、

財
政
は
非
常
に
厳
し
く
尚
一
層
の

節
減
を
図
る
よ
う
、
両
教
育
委
員
会
、

設
計
業
者
の
間
で
協
議
を
重
ね
て

い
る
。
中
学
校
は
統
合
と
い
う
形

で
の
規
模
縮
小
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
経
費
を
最
大
限
に
抑
え
る

と
い
う
意
味
で
の
最
小
限
の
も
の

に
し
て
は
ど
う
か
と
折
衝
し
て
い
る
。

十
二
月
二
日
に
実
施
設
計
の
入
札

が
行
わ
れ
（株）
大
建
設
計
工
務
が
税

抜
き
六
百
九
十
万
円
で
落
札
し
た
。

　
田
陸
紀
 

議
員

宿
毛
市
名
誉
市
民
の

推
薦
に
つ
い
て

宮
本
有
二
 

議
員

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

に
つ
い
て

篠
山
小
中
学
校
の

改
築
計
画
に
つ
い
て

「
広
報
す
く
も
」
に

慶
弔
記
事
の
掲
載
を
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※
以
下
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、

本
文
は
割
愛
し
ま
す
。

◎
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画

に
基
づ
く
施
策
に
関
す
る
意
見

書
◎
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
で
新
し
い
貿

易
ル
ー
ル
を
求
め
る
意
見
書

◎
議
会
制
度
改
革
の
早
期
実
現
を

求
め
る
意
見
書

　

◎
「
真
の
地
方
分
権
改
革
の
確
実
な

実
現
」
を
求
め
る
意
見
書

　
「
三
位
一
体
の
改
革
」
は
、
小
泉

内
閣
総
理
大
臣
が
進
め
る
「
国
か

ら
地
方
へ
」
の
構
造
改
革
の
最
大

の
柱
で
あ
り
、
全
国
一
律
・
画
一

的
な
施
策
を
転
換
し
、
地
方
の
自

由
度
を
高
め
、
効
率
的
な
行
財
政

運
営
を
確
立
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
地
方
六
団
体
は
、
平
成
十
八
年

度
ま
で
の
第
一
期
改
革
に
お
い
て
、

三
兆
円
の
税
源
移
譲
を
確
実
に
実

施
す
る
た
め
、
昨
年
の
三
・
二
兆

円
の
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
案
の

提
出
に
続
き
、
政
府
か
ら
の
再
度

の
要
請
に
よ
り
、
去
る
七
月
二
十

日
に
残
り
六
千
億
円
の
確
実
な
税

源
移
譲
を
目
指
し
て
、
「
国
庫
補

助
負
担
金
等
に
関
す
る
改
革
案
（
二
）
」

を
取
り
ま
と
め
、
改
め
て
小
泉
内

閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
は
、「
地
方

の
意
見
を
尊
重
す
る
」
と
の
力
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
今
回
、

地
方
へ
の
三
兆
円
の
税
源
移
譲
を

決
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
生
活
保

護
費
負
担
金
の
地
方
へ
の
負
担
転

嫁
阻
止
と
施
設
整
備
費
国
庫
補
助

負
担
金
の
一
部
に
つ
い
て
税
源
移

譲
の
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
は
評
価

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
な
お
、
地

方
交
付
税
所
要
総
額
の
確
保
な
ど
、

残
さ
れ
た
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
平
成
十
六
年
八
月

に
示
し
た
「
地
方
の
改
革
案
」
に

沿
っ
た
「
真
の
地
方
分
権
改
革
の

確
実
な
実
現
」
に
向
け
、
平
成
十

九
年
度
以
降
も
「
第
二
期
改
革
」

と
し
て
、
更
な
る
改
革
を
強
力
に

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、

平
成
十
八
年
度
の
地
方
税
財
政
対

策
に
お
い
て
左
記
事
項
を
実
現
さ

れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

記

一
、地
方
交
付
税
の
所
要
総
額
の
確

保
　
　
平
成
十
八
年
度
の
地
方
交
付

税
に
つ
い
て
は
、「
基
本
方
針
二

〇
〇
五
」の
閣
議
決
定
を
踏
ま
え
、

地
方
公
共
団
体
の
安
定
的
財
政

運
営
に
支
障
を
来
た
す
こ
と
の

な
い
よ
う
、地
方
交
付
税
の
所

要
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

　
　
ま
た
、
税
源
移
譲
が
行
わ
れ

て
も
税
源
移
譲
額
が
国
庫
補
助

負
担
金
廃
止
に
伴
い
財
源
措
置

す
べ
き
額
に
満
た
な
い
地
方
公

共
団
体
に
つ
い
て
は
、
地
方
交

付
税
の
算
定
等
を
通
じ
て
確
実

に
財
源
措
置
を
行
う
こ
と
。

二
、三
兆
円
の
確
実
な
税
源
移
譲

　
　
三
兆
円
の
税
源
移
譲
に
当
た

っ
て
は
、
所
得
税
か
ら
個
人
住

民
税
へ
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
比
例

税
率
化
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
。

三
、真
の
地
方
分
権
改
革
の
た
め
の

「
第
二
期
改
革
」
の
実
施

　
　
政
府
に
お
い
て
は
、「
三
位
一

体
の
改
革
」
を
平
成
十
八
年
度

ま
で
の
第
一
期
改
革
に
と
ど
め

る
こ
と
な
く
、「
真
の
地
方
分
権

改
革
の
確
実
な
実
現
」
に
向
け
、

平
成
十
九
年
度
以
降
も
「
第
二

期
改
革
」
と
し
て
「
地
方
の
改

革
案
」
に
沿
っ
た
更
な
る
改
革

を
引
き
続
き
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
。

四
、施
設
整
備
費
国
庫
補
助
負
担
金

に
つ
い
て

　
　
施
設
整
備
費
国
庫
補
助
負
担

金
の
一
部
に
つ
い
て
税
源
移
譲

割
合
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
さ

れ
、
税
源
移
譲
の
対
象
と
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
地
方

の
裁
量
を
高
め
る
た
め
、「
第
二

期
改
革
」
に
お
い
て
、「
地
方
の

改
革
案
」
に
沿
っ
た
施
設
整
備

費
国
庫
補
助
負
担
金
の
税
源
移

譲
を
実
現
す
る
こ
と
。

五
、法
定
率
分
の
引
き
上
げ
等
の
確

実
な
財
源
措
置

　
　
税
源
移
譲
に
伴
う
地
方
財
源

不
足
に
対
す
る
補
て
ん
に
つ
い

て
は
、
地
方
交
付
税
法
の
原
則

に
従
い
、
法
定
率
分
の
引
き
上

げ
で
対
応
す
る
こ
と
。

六
、地
方
財
政
計
画
に
お
け
る
決
算

か
い
離
の
同
時
一
体
的
な
是
正

　
　
地
方
財
政
計
画
と
決
算
と
の

か
い
離
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

八
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
引

き
続
き
、
同
時
一
体
的
に
規
模

是
正
を
行
う
こ
と
。

七
、「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の

制
度
化

　
　
「
真
の
地
方
分
権
改
革
の
確

実
な
実
現
」
を
推
進
す
る
た
め
、

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
を

定
期
的
に
開
催
し
、
こ
れ
を
制

度
化
す
る
こ
と
。

　
今
定
例
会
に
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
次
の
意
見
書
案
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
、
関
係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

意

見

書



澤

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
国
の
三
位
一
体
改
革
が
進
む
中
、

地
方
交
付
税
の
見
直
し
、
国
庫

補
助
負
担
金
等
の
縮
減
が
計
ら
れ
、

本
市
の
財
政
を
取
り
巻
く
状
況

は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
も
の

と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
今
年
も
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
市
民

福
祉
の
向
上
、
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま

し
て
穏
や
か
で
良
き
一
年
で
あ

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

〈
編
集
委
員
〉

蘢

中

平

富

宏

蘢

沖

本

年

男

蘢

田

中

徳

武

蘢

中

川

　

貢

蘢

菱

田

征

夫

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
十
二
月
定
例
会
の
会
議
録
は

三
月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支

所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ

で
映
像
を
配
信
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

議会の傍聴は、どなたでもできます。

次の定例会は三月上旬の予定です。詳しくは、

議会事務局までお問い合わせ下さい。（蕁６３－２９０７）

また、委員会も傍聴できます。

●議会を傍聴しませんか…

　市議会で審議する案件を議案といい、これを提出できるのは、市長と議員です。なお、議員が議
案を提出するには、議員定数の１２分の１以上の賛成者が必要です。
　提出された議案は、まず、本会議で提出者から提案説明を受け、質疑応答の後、よりきめ細かく
審議するため、原則として関係の委員会に付託します。
　委員会の審査が終わった議案は、委員長からその結果を議長に報告して、本会議で最終的な議決
を行います。

議案
（市長提出）

議案
（議員提出）

本会議

委
員
会
付
託

質
疑
応
答

提
案
説
明

討
論
・
表
決

質
疑
応
答

委員会 本会議

表
決

討
論

質
疑
応
答

委
員
長
報
告

市議会の運営　議案が議決されるまで

→ →
→

→

〜
編
集
後
記
〜

★
会
議
録
の

　
　
　
閲
覧
を
★
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